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11 月 1 日現在

世帯数 7,749( +31) 
人口 22，353(+50) 

男 10，67 t<+23) 

女 11 ，682( + 27) 
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③取扱商品

①
月
j

金
曜

午
前
九
時
j

午
後
四
時

土
・
日
曜
、
祭
日
は
無
人
営
業

②
清
愛
圏

(
箇
九
六
回
|
ニ
ニ
ニ
四
)

③
焼
物
・
木
工
製
品
・
手
芸
品
・

.

フ
ロ
ッ
ク
・
野
菜
・
花
苗
・

野
菜
苗
・
卵
等

園
生
手
作
り
の
も
の
が
出
店

さ
れ
て
い
る
た
め
、
野
菜
以
外

の
物
、
例
え
ば
、
き
か
ず
き
、

ま
な
い
た
、
座
布
団
、
雑
巾
な

ど
が
丁
寧
に
作
ら
れ
、
並
べ
ら

れ
て
あ
り
ま
し
た
。

十
五
・
六
年
前
か
ら
始
め
、

二
年
前
か
ら
は
地
域
の
方
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
平
日
の
み
園

生
二
名
が
交
代
で
店
頭
に
立
っ

て
い
ま
す
。

こ
こ
の
人
気
商
品
は
卵
。

毎
週
月

・
水
曜
日
に
一
日

(
約
)
二
十
パッ
ク
限
定
で
売

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
九
時
開

店
と
同
時
に
ほ
と
ん
ど
な
く

な
る
そ
う
で
す
。

「
野
菜
は
農
薬
を
最
低
限
に

お
さ
え
て
作
っ
て
い
ま
す
の

で
安
心
し
て
食
べ
て
下
さ

い
。
一
生
懸
命
園
生
が
作
っ

た
も
の
を
ど
ん
ど
ん
利
用
し

て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
生
徒
に
も
気

軽
に
ど
う
ぞ
声
を
か
け
て
や

っ
て
下
さ
い
。
」
と
担
当
の
米

田
先
生
。

現
在
は
、
き
れ
い
に
整
備

さ
れ
た
畑
で
、
園
生
達
が
白

菜
・
大
根
・
人
参
・
じ
ゃ
が

い
も
の
収
穫
中
で
す
。

青林⑧主
ペ。サ。ペ。

①
毎
週
木
・
日
曜
の
み

午
前
八
時
く
ら
い
j

午
後
四
時

②
上
林
青
空
市
グ
ル
ー
プ

代
褒
菅
野
幸
子
(
冨
九
六
回

l

九
一
七
九
)

③
加
工
品
と
し
て
、
寿
司

、

炊
き

込
み
ご
飯
、
赤
飯
、
も
ち
、
漬

物
、
こ
ん
に
ゃ
く
等
(
日
に
よ
り

変
化
)
他
、
野
菜
・
花

第
二
・
第
四
木
曜
日
に
の
み
、

旧
J
A

南
吉
井
支
所
(
堀
池
)
で
朝

市
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
の

九
月
よ
り
現
在
の
場
所
で
青
空
市

を
始
め
ま
し
た
。

地
元
の
農
家
の
女
性
六
人
が
当

番
制
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

朝
五
時
半
よ
り
共
同
作
業
所
で

加
工
品
を
作
り
、
八
時
ま
で
に
は

市
に
出
し
、
原
則
と
し
て
加
工
品

が
な
く
な
る
ま
で
市
に
立
ち
ま

す
。
(
九
時
半
ま
で
に
は
完
売
)
後

は
無
人
と
な
り
ま
す
。

お
客
様
の
八
割
が
地
元
の
人
と

い
う
こ
と
で
す
。

「
『

お
寿
司
が
お
い
し
か
っ
た
け

ん
、
買
い
に
き
た
ん
よ
。
』
と
か『
こ

こ
の
お
野
菜
じ
ゃ
な
い
と
食
べ
ら

れ
ん
わ
い
』
と
再
度
お
客
さ
ん
が

足
を
運
ん
で
く
れ
た
時
、
し
て
よ

か
っ
た
と
つ
く
づ
く
思
い
ま
す
。

好
き
じ
ゃ
な
か
っ
た
ら
で
き
ま
せ

ん
。
(
笑
)
」
と
グ
ルー
プ
代
表
の

菅
野
幸
子
さ
ん

。

ま
た
、
上
林
で
作
ら
れ
る
花
は

色
が
鮮
や
か
で
持
ち
が
良
い
と
評

判
が
い
い
そ
う
で
す
。



①市開店日・時間 ②主催団体

空青事司

①
日
曜
・
祭
日
を
除
く
毎
日

午
前
七
時
半
j

九
時
半

②
新
村
青
空
市
グ
ル
ー
プ

代
表
相
原
房
江
(
圃
九
六
回

l

八
三
九
四
)

③
加
工
品
と
し
て
、
寿
司
、
お

こ
わ
、
漬
物
、
み
そ
、
も
ち

(
日
に
よ
り
変
化
)
他
、
野
菜
・

花昭
和
六
十
三
年
十
二
月
か
ら

旧
J
A

新
村
出
張
所
で
無
人
市

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
の

十
二
月
出
張
所
が
な
く
な
る
の

に
伴
い
、
現
在
の
場
所
で
青
空

市
を
始
め
ま
し
た
。

グ
ル
ー

プ
員
七
人
が
交
代
で

市
に
立
っ
て
い
ま
す

。

何
と
い
っ
て
も
、
こ
こ
の
目

玉
は
初
夏
か
ら
出
回
る
い
ち

ご
。
開
店
を
待
ち
か
ね
て
行
列

が
で
き
、
あ
っ
と
い
う
聞
に
売

り
き
れ
る
ほ
ど
の
大
人
気
。

「
新

鮮
で
昧
も
良
く
、
市
価
に

比
べ
値
段
も
安
い
か
ら
で

し

ょ
う
。
」
と
メ
ン
バ
ー

の

一
人
で
あ
る
八
塚
マ
サ
子

さ
ん
。

場
所
柄
、
水
泥
町
・
南
梅

本
町
か
ら
の
お
客
様
が
多

く
、
国
道
沿
い
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
車
で
立
ち
寄

る
方
も
多
く
見
ら
れ
ま
す

。

「
低農
薬
で
作
る
野
菜
の

世
話
は
大
変
で
す
。
で
も
、

安
心
し
て
食

べ
て
い
た
だ

く
野
菜
を
と
私
達
も
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。
」
「
グ
ル

ー

プ
内
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー

シ
ョ
ン
、
ま
た
お
客
さ

ん
と
の
会
話
が
と
て
も
楽

し
い
。
青
空
市
を
し
た
こ

と
で
人
の
輪
が
広
が
っ
た

よ
う
な
気
が
し
ま
す

。

」
と

八
塚
イ
サ
子
さ
ん
。

ペ。サ。サ。サ。ぺ。サ。

箇
実~

の立
①
毎
日

午
前
八
時
く
ら
いi
午
後
五
時
く
ら
い

②
下
林
た
け
の
-
}
会

代
表
森
早
苗
(
雷
九
六
回l
ニ
七
四
回
)

③
無
人
の
た
め
、
加
工
品
は
漬
物

の
み
、
他
、
野
菜
・
花

七
年
前
か
ら
無
人
市
を
始
め
ま

し
た
。
現
在
、
グ
ル
ー

プ
員
は
十

一
名
で
、
こ
の
内
の
五
名
で
運
営

し
て
い
ま
す

。

場
所
柄
、
「

足
立
の
庄
」

へ
の
お

客
様
が
よ
く
立
ち
寄
ら
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。

「
新
鮮
な
野
菜
を
ど
う
ぞ
ご
利
用

下
さ
い
。
」
と
グ
ル
ー
プ
の
中
の
丹

生
谷
孝
江
さ
ん
。

き
れ
い
な
キ
ウ
ィ
フ
ル
ー
ツ
と

柿
が
印
象
的
で
し
た
。

、
『
司
川
-

「
ふ
れ
あ
い

の
店
」
(清
愛

国
)
以
外
の

青
空
市
は

、

重
信
町
生
活

改
善
グ
ル
ー

プ
連
絡
研
究
会
が

行
っ
て
い
ま
す
。

花
き
総
合
指
導
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
る
年
二
回
の
花
の
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
や
町
の
文
化
祭

、

農

協
ま
つ
り
等
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ

ン
ト

、

ま
た
研
修
会
に
参
加
す
る

な
ど
、
積
極
的
に
活
動
さ
れ
て
い

ま
す
。この

グ
ル
ー
プ
の
会
長
き
ん

で
あ
る
丹
生
谷
孝
江
さ
ん
(
下
林

た
け
の
こ
会
)
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。
丹
生
谷
さ
ん
は
、
県
下
で

四
人
と
い
う
女
性
農
業
指
導
土

に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
青
空
市
は
、
地
元
の
農
業
の
活

性
化
と
農
家
の
女
性
の
経
済
的

な
自
立
に
な
れ
ば
と
思
い
、
始
め

ら
れ
ま
し
た
。
野
菜

は
、
低
農
薬

で
新
鮮
、
加
工
品
は
保
健
所
の
許

可
を
受
け
て
作
っ
て
い
ま
す
の

で
、
安
心
し
て

召
し
上
が
っ
て
下

さ
い
。
ま
た
、
常
設
の
青
空
市
を
作

る
の
が
私
達
の
夢
で
す
。
そ
の
実

現
に
向
け
て

県
の
農
村

助
成
起

業
支
援
事
業
の
指
定
を
受

け

学

習
を
重
ね
て
い
ま
す
。
そ
の
時
は

ご
協
力
い
た
だ
け
た
ら
、
と
て
も

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
青
空
市
を

通
じ
て
い
ろ
い
ろ
な
方
と
交
流

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
」



/ 

重
信
町
で
は
現
在
総
合
運
動
公

園
に
着
手
し
て
い
ま
す
が
、
ぜ
ひ

こ
の
機
会
を
と
ら
え
、
我
々
住
民

も
積
極
的
に
事
業
に
参
加
し
、
行

政
と
一
体
と
な
っ
て
素
晴
ら
し
い

公
園
づ
く
り
が
出
来
れ
ば
、
我
が

重
信
町
を
ま
す
ま
す
快
適
な
も
の

と
す
る
第
一
歩
と
な
る
の
で
は

:
\
そ
ん
な
思
い
を
遠
い
異
国
の

地
で
抱
き
ま
し
た
。
文
字
通
り
「
世

界
が
集
う
」
ア
メ
リ
カ
は
私
に
と

っ
て
と
て
も

「
大
き
な
国
」
で
し

た
が
、
そ
こ
に
暮
ら
す
住
民

一
人

一
人
の
陽
気
で
前
向
き
な
気
持
ち

が
そ
の
「
大
き
き
」
の
源
と
な
っ

で
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

し
た
。
こ
の
貴
重
な
感
動
を
忘
れ

る
事
な
く
、
今
後
重
信
町
の
発
展

に
住
民
の
一
人
と
し
て
積
極
的
に

参
加
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

北
米
視
察
に
参
加
し
て

大
北

デモイン市内のゴミ入れ

4 

熊
雄

ぺ乙"子\.‘

こ
の
度
、
重
信
町
の
お
世
話
で

北
米
に
お
け
る
特
色
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
視
察
す
る
機
会
を
い
た
だ

き
、
約
二
週
間
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ

ダ
を
訪
問
い
た
し
ま
し
た
。
生
ま

れ
て
初
め
て
の
海
外
旅
行
に
加

え
、
視
察
団
の
メ
ン
バ
ー
も
行
政

関
係
者
ば
か
り
と
あ
っ
て
、
い
さ

さ
か
戸
惑
い
、
不
安
を
抱
い
て
の

視
察
と
な
り
ま
し
た
が
、
お
陰
様

で
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
改
め
て
こ
こ
に
関
係
者
の

方
々
に
対
し
、
深
く
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
回
の
視
察
は
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
(
商
業
活
性
化
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
)
、
ボ
ス
ト
ン
(
住
民
、

企
業
、
行
政
が

一
体
と
な
っ
た
ま

ち
‘
つ
く
り
)
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
へ
レ

ン
(
住
民
主
導
型
の
ま
ち
づ
く

り
)
、
ア
イ
オ
ワ
州
デ

モ
イ
ン
(
文
化
施
設

を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
)
、
パ
ン
クl
パ

|
(
高
齢
者
に
や
さ

し
い
ま
ち
づ
く
り
)

の
順
に
、
様
々
な
角

度
か
ら
快
適
居
住
空

間
へ
の
取
り
組
み
状

況
に
つ
い
て
勉
強
さ

jfl/'- ー
都市計画研修(ボストン市)

A

品
川d、一

、

切
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
る
、
こ
れ
ら
の
背
景
に
は

あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
住
民
パ
ワ
!

と
そ
れ
に
絶
え
ず
耳
を
傾
け
、
住

民
と
の
話
し
合
い
の
中
で
積
極
的

に
施
策
化
を
図
ろ
う
と
す
る
行
政

側
の
前
向
き
な
姿
勢
が
あ
り
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
私
が
拝
見
し
た
事

例
は
、
あ
く
ま
で
成
功
例
に
す
ぎ

な
い
も
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
し

か
し
、
と
も
す
れ
ば
事
な
か
れ

主

義
に
陥
り
が
ち
な
自
治
体
、
ま
た

政
治
、
行
政
に
対
し
無
関
心
に
な

り
が
ち
な
住
民
と

い
っ
た
イ
メ
ー
ジ

が
つ
き
ま
と
う
我

が
国
と
比
べ
、
「
自

分
達
の
ま
ち
を
つ

く
る

L

と
い

う
意

識
に
あ
ふ
れ
た
土

地
柄
は
と
て
も
新

鮮
で
、
そ
こ
に
は

何
か
更
な
る
成
功

を
予
感
さ
せ
る
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。

重
信
町
で
は
、
町
民
の
方

を
対
象
に
、
海
外
研
修
を
通

じ
て
国
際
的
な
視
野
と
感
覚

を
養
っ
て
も
ら
お
う
と
海
外

研
修
事
業
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。今

年
度
は
、
牛
測
の
大
北

熊
雄
さ
ん
が
、
十
月
二
十
二

日
か
ら
十
二
日
間
、
北
ア
メ

リ
カ
へ
、
特
色
あ
る
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
の
研
修
を
受

け
に
行
か
れ
ま
し
た
。

下
記
に
、
そ
の
研
修
報
告

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
が
、
こ

の
視
察
で
私
が
強
く
感
じ
た
の

は
、
い
ず
れ
も
、
行
政
と
住
民
の

強
い
結
び
付
き
の
う
え
に
成
り
立

っ
て
い
る
と
い
う
点
で
し
た
。
か

つ
て
リ

ン
カ

ー
ン
大
統
領
は
「
人

民
の
人
民
に
よ
る
人
民
の
た
め
の

政
治
L

理
念
を
残
し
ま
し
た
が
、

ま
さ
に
そ
れ
が
脈
々
と
息
づ
い
て

い
る
か
の
よ
う
で
あ
り
、
ハ
ー
レ

ム
と
い
う
世
界
的
な
マ
イ
ナ
ス
イ

メ

ー

ジ
を
持
つ
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク

が
、
そ
の
ハ
|
レ
ム
か
ら
サ
ク
セ

ス
ス
ト
ー
リ
ー
を
生
み
出
す
べ
く

中
小
企
業
、
団
地
等
を
整
備
し
て

い
る
様
に
思
え
ま
し
た
。

気
品
あ
る
ボ
ス
ト
ン
は
そ
の
ス

テ
ー
タ
ス
を
普
遍
的
な
も
の
と
す

べ
く
、
絶
え
ず
過
去
の
遺
産
を
大

文化施設訪問(シカゴ市)

ニューヨークハーレムにて

、-

、-



巡回日 時 間 場 所

9: 30~10:00 山之内 高岡商店前
1O :05~10:35 樋口 菖蒲バス停前

10 : 45~ 11 : 10 ノ/ 石丸商店前

11 :20~ 1 1 :50 // 水田直弘氏宅前

毎月 15 日 1 3: 30~1 4: 00 I! II!J営樋口団地前

1 4 : 1O~ 14 : 40 横河原 駅前

14:50~15:20 I! 療養所宿舎内

15 :25~15:55 I! 町営横河原団地前
16:00~16:30 I! 愛大機河原宿舎

9 : 30~ 10:00 志津川 集会所前

10: 1O~1O :40 I! 国土也ストア4黄

1O : 50~1 1 :30 八反地 集会所前

毎月 17 日 13 :30~14: 10 田窪 田窪田地集会所前

14 :20~15 : 00 西岡 公民館前

15: 1O~15 : 40 1/ 丹生谷石油横

15:50~16:30 1/ 自衛隊官舎内

9:30~10: 10 田窪 公民館前

1O :20~10 :50 堀池 集会所前
1 1 :00~ 1l :30 牛j長IJ 公民館前

毎月 20 日 13:30~14:00 牛j長IJ団地 集会所前

14:05~14 :30 1/ 第一集会所前
14: 35~ 15: 10 上樋団地 朝比奈酒店前

15: 15~16:00 矯磨台団地公民館前

9:30~10:00 里子回 1 丁目 北野合団地公民館前

10: 1O~10:50 1/ 野田ゆるき公圏内

毎月 22 日 1 I :00~ 11 :40 新村 新村集会所倹

13 ・ 30~ 14 : 20 北野田 公民館前

14:30~15:20 南聖子田 集会所前

9 ・ 30~10:10 上村 石丸商店前
10: 1 5~ 11 : 00 1/ JA上村出張所前

毎月 25 日
1 1 : 1O~ 1 1 : 50 下林 宮ノ段公民館前

13:30~14 :20 I! 高橋商店前

14:30~15:20 1/ 横根集会所前

15 :30~16:00 1/ 八幡集会所前

9:30~10: 10 上林 ささゆり団地前

10:20~ 1 0 ・ 50 1/ JA上林出張所前

毎月 27 日 11 : OO~ 1 1 : 30 1/ 五本松集会所前

13:30~14: 10 1/ 菅野商店横

1 4 : 20~15:00 1/ 中筋集会所前

移動図書館車運行日程表

移
動
図
書
館
車

毎
月
十
五
、
十
七
、

二
十
、

ニ
十
二
、
二
十
五
、
二
十
七
日

に
町
内
三
十
九
ヵ
所
を
移
動

図
書
館
車
が
定
期
巡
回
し
て

は
右
表
を
ご
覧
下
さ
い
。

、---'

い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用

(
時
間
等
、
詳
し
く

下
さ
い
口

12月図書館休館日
2.9 ・ 15 ・ 16 ・ 23 ・ 24 ・

27""'31 日

※休館日の図書の返却は、夜間返却ロ

(玄関右側)ポストにお返し下さい。

重信町立図書館(箇964-3414)
※運行日が図書館休館日にあたる場合でも運行します。
貸出冊数は 1 人4冊、貸出期間は貸出日から次回巡回目 (1 ヵ月間)まで。
(ただし、返却は図書館へ返されてもかまいません。)

源
氏
物
語
講
座

み
ん
な
で
声
を
あ
わ
せ
て
原
文

を
読
み
、
講
師
の
き
め
細
や
か
な

説
明
を
聞
き
ま
す

。
今
は
、
巻
十

九
「
薄
曇
」
を
楽
し
ん
で
い
ま
す

。

い
つ
で
も
入
会
で
き
ま
す

。

講
師

美
山
靖
先
生
(
愛
大
教
授
)

場
所

町
民
会
館
婦
人

室

日
時
毎
月
第

一
・

三
水
曜
日

午
後
一
時
半
i

三
時
半

会
費

月

二
千
円
程
度

申
し
込
み
先

西
田
芳
子(

雷
九
六
四
ー

三
八
九
九
)

高
田
あ
け
み(

箇
九
六
四
|

九
六

一
七
)

〈
廃
棄
図
書
交
換
市
〉

毎
月
第

一
・
三
日
曜
日
、
二
階

ロ
ビ
ー
に
て
廃
棄
図

書
交
換
市
を

開
催
し
て
い
ま
す

。
交
換
の
本
が

な
く
て
も
結
構
で
す
の
で
、
大
い

に
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

新
刊
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

「
神
々
の
指
紋
(
上
)
・
(
下
)
」

グ

ラ
ハ
ム
・
ハ
ン
コ

ッ

ク
「
脳
内
革

命
」
春
山
茂
雄

「
弟
」石
原
慎
太

郎
「
あ
の
ニ
ろ
」
さ
く
ら
も
も
こ

「
こ
の
国
の
か
た
ち
(
6
)」
司
馬

遼
太
郎
「
左
手
に
告
げ
る
な
か
れ
」

渡
辺
容
子

「
不
夜
城
」馳
星
周
「
ク

レ
オ
パ
ト
ラ
(
上
)
・
(
下
)
」
宮
尾

登
美
子

「
秀
吉
(
上
・
中
・
下
)
」

堺
屋
太

一
「
幸
福
の
手
紙
」内
田

康
夫

「
敵
手
」
D

・

フ
ラ
ン
シ
ス

「
震
源
」
真
保
裕

一
「
今
夜
は
眠

れ
な
い
」
宮
部
み
ゆ
き

今
話
題
の
本

「
癒
し
が
た
き
L
小
嵐
九
八
郎
「
花

渦
」
高
樹
の
ぶ
子

「
空
飛
ぶ
虚
ろ

舟
」
古
川
薫

「
蒲
生
邸
事
件
」
宮

部
み
ゆ
き
「
泥
棒
た
ち
の
昼
休
み
」

結
城
昌
治

「
猫
の
紳
士
の
物
語
」

メ
イ

・
サ
l

ト

ン

「
タ
ナ
ト
ノ
ー

ト
」

ベ
ル
ナ
|

ル
・
ヴ
ェ
ル
ベ
ー

ル
[
児童
本
]
「
ぶ
たの
ポ
テ
ト

は

ひ
と
り
ぼ
っ
ち
?
」
武
鹿
悦
子
「
赤

姫
さ
ま
の
冒
険
」

パ
ウ
ル
・

ベ
ー

へ
ル
「
月
夜
の
子
う
さ
ぎ
」
い
わ

む
ら
か
ず
お



B 

基
礎
年
金
番
号
Q
8
A

基
礎
年
金
番
号
っ
て
何

で
す
か
。

現
在
の
厚
生
年
金
保
険

や
、
国
民
年
金
の
年
金
手

帳
の
記
号
番
号
と
同
様
、
加
入
記

録
の
整
理
、
年
金
に
関
す
る
手
続

き
に
使
用
す
る
番
号
で
す
。

ど
の
よ
う
な
仕
組
み
に

な
る
の
で
す
か
。

今
は
厚
生
年
金
保
険
、
国

民
年
金
、
共
済
年
金
な
ど

各
制
度
ご
と
に
年
金
手
帳
や
年
金

証
書
の
番
号
が
付
い
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
同
一
の
番
号
に
し
て
、
加

入
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
図
り
ま

す
。
厚
生
年
金
保
険
と
国
民
年
金

に
加
入
し
て
い
る
人
に
つ
い
て

は
、
現
在
の
自
分
の
番
号
が
そ
の

ま
ま
基
礎
年
金
番
号
に
な
り
ま

す
。
共
済
年
金
に
加
入
し
て
い
る

人
に
は
、
新
た
に
基
礎
年
金
番
号

が
付
け
ら
れ
ま
す
。

年
金
を
守
る
か
さ
礎
年
金
書
号

平
成
九
年
一
月
か
ら
年
金
手
帳
の
番
号
が
、
公
的
年
金
各
制
度
に
共
通
す
る
「
基
礎

年
金
番
号
」
と
な
り
、
年
金
加
入
者
に
と
っ
て
便
利
に
な
り
ま
す
。
こ
の
「
基
礎
年
金

番
号
」
に
つ
い
て

Q
&
A

で
ご
紹
介
し
ま
す
。

ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な

仕
組
み
に
す
る
の
で
す

か
。

た
と
え
ば
A
さ
ん
が
サ
ラ

リ
ー
マ
ン

H
H

厚
生
年
金
保

険
か
ら
自
営
業
l

国
民
年
金
に
転

職
等
で
変
わ
っ
た
と
し
ま
す
。
と

こ
ろ
が
A
さ
ん
は
住
所
地
の
市
区

町
村
に
国
民
年
金
の
加
入
屈
を
す

る
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、

A
さ
ん
は
実
際

よ
り
低
い
年
金
額
に
な

っ
た
り

、

あ
る
い
は
最
悪
の
場
合
、
年
金
を

受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
し
て

し

ま
い
ま
す

。

行
政
の
側
で
は
把
握

で
き
な
い
の
で
す
。
こ
う
し
た
問

題
を
解
決
す
る
た
め
に
基
礎
年
金

番
号
は
必
要
な
の
で
す
。

ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
の
で
す
か
。

基
礎
年
金
番
号
は
、
す
べ

て
の
公
的
年
金
に
共
通
し

て
使
用
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
加
入

し
て
い
る
年
金
の
制
度
が
変
わ
っ

て
も
同

一
の
番
号
で
記
録
の
整

理
、
手
続
き、
照
会
等
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

の
こ
と
に
よ
っ
て

、
届
出
を
忘
れ

て
い
る
人
に
行
政
側
か
ら
個
別
に

お
知
ら
せ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
将
来
的
に
は
、
年
金
の
加

入
状
況
の
お
知
ら
せ
や
、
見
込
み

額
通
知
な
ど
の
新
た
な
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護

一
耐
品
題
は
あ
り
ま
せ
ん

F
I
l
l

4
u
 

「U
M
-
年
金
関
係
の
情
報
に
つ
い

-

-
A

円
圃

川
同
』
て
は
次
の
よ
う
な
徹
底
し

た
対
策
が
行
わ
れ
ま
す
。

①
年
金
関
係
の
個
人
情
報
は
、

「
個

人
情
報
保
護
法
」
に
よ
り
保
有

目
的
以
外
の
利
用
提
供
が
制
限

さ
れ
る
と
と
も
に
、
情
報
は
本

人
か
ら
の
請
求
が
あ
り
、
確
認

で
き
た
場
合
の
み
提
供
し
ま
す
。

②
情
報
管
理
に
当
た
っ
て
は
、
I

D
カ
l

ド
に
よ
る
電
算
室
へ
の

入
退
室
、
デ
ー
タ
ア
ク
セ
ス
の

限
定
な
ど
、
徹
底
し
た
管
理
を

行
い
ま
す
。

③
万
一

、

悪
用
さ
れ
て
本
人
が
不

利
益
を
受
け
た
と
き
に
は

一
定

の
手
続
き
に
よ
り
、
基
礎
年
金

番
号
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

十
二
月
中
に

一
人
一
人
に
基

礎
年
金
番
号
の
お
知
ら
せ
が
あ

り
ま
す
。
く
れ

ぐ

れ
も
他
人
に

気
や
す
く
教
え
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い

。
詳
し
い
お
問
い

合
わ
せ
は
、
松
山
東
社
会
保
険

事
務
所
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

(
箇
九
四
六
|
一
一
一四
六
)

H

未
加
入
の
方
は

早
急
に
加
入
手
続
を
/
H

重
信
町
に
住
民
登
録
を
し
て

い
る
方
で
、
職
場
等
の
健
康
保

険
加
入
者
や
生
活
保
護
受
給
者

以
外
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
・ 「

国
民
皆
保
険
」
に
基

つ
く
強
制
加
入
制
度
に
よ
る
も

の
で
す
。
そ
の
た
め
、

加
入
の

届
け
出
が
遅
れ
て
い
る
と
資
格

が
そ
及
適
用
さ
れ
る
た
め
、
保

険
税
も
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

。
該
当
さ

れ
る
方
は
、
早
急
に
加
入
手
続

き
を
し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
は
加

入
さ
れ
て
い
る
方
の
保
険
税
に

よ

っ
て
運
営
を
し
て
い
ま
す
。

保
険
税
の
滞
納
が
続
く
と
医
療

費
の
支
払
い
に
支
障
を
来
た
す

だ
け
で
な
く
、
加
入
者
の
公
平

性
を
欠
く
こ
と
に
も
な
り
ま

す
。
滞
納
さ
れ
て
い
る
方
は
、

早
め
に
納
付
相
談
等
さ
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す

。

お
問
い
合
わ
せ
は

O

加
入
手
続
き
に
つ
い
て

福
祉
課
国
保
係
へ
。

O

保
険
税
に
つ
い
て

税
務
課
国
保
税
係
へ
。



ガ，

ラ
υ
l

マ
ジ
の

確
定
申
告

サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
給
与
に
つ
い

て
の
所
得
税
は
、
毎
月
の
給
料
や

ボ
ー
ナ
ス
か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
給
与
の

支
払
者
に

「

給
与
所
得
者
の
扶
養

控
除
等
申
告
書
」

を
提
出
し

た
人

に
つ
い
て
は
、
こ
う
し
て
源
泉
徴

収
さ
れ
た
所
得
税
の
一
年
間
の
合

計
額
と
そ
の
年
の
給
与
総
額
に
つ

い
て
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
税

額
と
の
過
不
足
額
は
、
そ
の
年
最

後
の
給
料
や
ボ
ー

ナ
ス
が
支
払
わ

れ
る
際
に
、
「
年
末
調
整
」
に
よ
っ

て
精
算
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す

。
大
部
分
の
サ
ラ
リ

ー

マ
ン
は
、

こ
の

「

年
末
調
整
」

に
よ
っ
て
そ

の
年
の
納
税
が
完
了
し
ま
す
。
し

か
し
、
サ
ラ

リ
ー

マ
ン
で
も
確
定

申
告
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
場

合
や
、
確
定
申
告
を
す
る
と
所
得

税
が
還
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

7 

す
の
で
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
説
明

し
ま
し
ょ
う
。

{確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
場
合
】

平
成
八
年
中
の
所
得
か
ら
配
偶

者
控
除
等
の
所
得
控
除
の
合
計
額

を
差
し
引
き
、
算
出
し
た
税
額
が
、

配
当
控
除
額
と
年
末
調
整
の
際
に

控
除
を
受
け
た
住
宅
取
得
等
特
別

控
除
額
、
年
調
給
与
特
別
減
税
額

の
合
計
額
よ
り
も
多
い
人
で

、

次

の
よ

う
な
場
合
に
は
、
確
定
申
告

を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
平
成
八
年
分
の
給
与
の
収
入
金

額
が
二

、

0
0
0

万
円
を
超
え

る
場
合

②
給
与
を
一
ヵ
所
か
ら
受
け
て
い
・

る
人
で
、
給
与
所
得
や
退
職
所

得
以
外
の
所
得
金
額
(
地
代
、
家

賃
、
原
稿
料
な
ど
)
の
合
計
額
が

二
十
万
円
を
超
え
る
場
合

③
給
与
を
一
一
ヵ
所
以
上
か
ら
受
け

て
い
る
場
合
で
、
年
末
調
整
さ

れ
な
か
っ
た
給
与
の
収
入
金
額

と
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外

の
所
得
金
額
と
の
合
計
額
が
二

十
万
円
を
超
え
る
場
合

平
成
八
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
と

納
税
の
期
間
は

、

平
成
九

年
二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
七
日

ま
で
で
す
。
正
し

い
申
告
と
納
税

を
期
間
内
に
済
ま

せ
ま
し
ょ
う
。

【
確
定
申
告
を
す
る
と
所
得
税
が

還
付
さ
れ
る
場
合
】

確
定
申
告
を
し
な
く
て
よ
い
人

で
も
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、

確
定
申
告
を
す
れ
ば
源
泉
徴
収
さ

れ
た
所
得
税
が
還
付
さ
れ
ま
す
。

1

雑
損
控
除
の
適
用
を
受
け
る

場
合

地
震
、
火
災
、
風
水
害
な
ど
の

災
害
や
盗
難
、
横
領
に
よ
り
住
宅

や
家
財
に
損
害
を
受

け
た
場
合
や

災
害
等
に
関
連
し
て
や
む
を
え
な

い
支
出
を
し

た
場
合
に
は

、

次
の

ω
と

ω
に
よ
っ
て
計
算
し
た
金
額

の
う
ち
、
い
ず
れ
か
多
い
方
の

金
額
が
雑
損
控
除
と

額
町

し
て
所
得
金
額
か
ら

鵬
町

控
除
さ
れ
ま
す
。

欄
高

官
出且
取

ω
損
害
額
か
ら
所
得
金

=
(

額
の
叩
%
を
減
じ
た

日
川

:
1

戸

所
%

4

一
程

鶴
J
W例

ω
損
害
額
の
う
ち
災
害

絹
川
一
間

の
つ
合

関
連
支
出
の
金
額
か

額
吋
の

金
下
額

ら
五
万
円
を
減
じ
た

得
間
金

所
別
得

h
u
z

ト
F
r

i
l
l

、

4
』
安
n

f

円

2

医
療
費
控
除
の
適
日

用
を
受
け
る
場
合

f

寸

病
気
や
け
が
な
ど
で

h
刊

多
額
の
医
療
費
を
支
払

M
州

金
ん

っ
た
場
合
は
、
A

の
算

険
て
額

保
補
金

式
に
よ
っ
て
計
算

し

た

二
十

金
額
が
医
療
費
控
除
と

仲
担
額

し
て
所
得
金
額
か
ら
控

則
i山
崎

平
支
質

除
さ
れ
ま

す
。

A
{
l

住
宅
取
得
等
特
別
控
除
の
適

用
を
受
け
る
場
合

一
定
の
要
件
に
当
て
は
ま

る
家

屋
の
新
築
、
購
入
ま
た
は
増
改
築

等
を
し
て
、
平
成
三
年

一
月
一
日

か
ら
平
成
八
年
十
二
月
三
十
一
日

ま
で
の
間
に
居
住
の
用
に
供
し
た

場
合
(
新
築
、
購
入ま
た
は
増
改
築

等
の
日
か
ら
六
ヵ
月
以

内

に
居
住

の
用
に
供
し

た
場
合
に
限
り

ま

す
。
)
で
、
そ
の
家
屋
の
新
築
、
購

入
ま

た
は
増

改
築
等
の
た
め
の
借

入
金
を
有
す
る
な
ど
所
定
の
要
件

を
満
た
す
と
き

は
、
居
住
の
用
に

供
し
た
年
か
ら
六
年
間
の
各
年
分

の
所
得
税
の
額
か
ら
、
二
疋
の
金

額
が
控
除
さ
れ
ま
す
。

サ
ラ
リ
ー

マ
ン
が
住
宅
取
得
等

特
別
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、
最

初
の
年
は
確
定
申
告
を
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
が
、
そ
の
後
の
年
に

つ
い
て
は
、
年
末
調
整
で
受
け
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

。

ー
か
ら
3

ま
で
の
控
除
を
受
け

る
場
合
は
、
領
収
書
や
証
明
書
を

確
定
申
告
書
に
添
付
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
お
気
軽

に
最
寄
り

の
税
務
相
談
室
や
税
務
署
に
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

3 

総
合
公
園
電
気
設
備

工
事
請
負
契
約
締
結

第
八
十
三
回
重
信
町
議
会
臨

時
会
は
十
月
二
十
四
日
に
開
会

さ
れ
、
工
事
請
負
契
約
議
案
一

件
を
原
案
可
決
、
一
般
会
計
補

正
予
算
の
専
決
処
分
を
承
認

し
、

同
日

閉
会
し
ま

し
た
。

今
回
議
決
に
な
っ
た
契
約
内

容
等
は
、
次
の
と
お
り
で
す

0

・
工
事
請
負
契
約

総
合
公
園
電
気
設
備
工
事

を
、
一
億

一
千
八
百
九
十
六
万

五
千
円
で
四
国
通
建
株
式
会
社

と
請
負
契
約
を
締
結
す
る
こ
と

を
、

可
決
し

ま
し
た
。
工
期
は

平
成
九
年
三
月
二
十
五
日
ま

で

で
す
。

-
専
決
処
分
の
承
認

一
般
会
計
補
正
予
算
の
専
決

処
分
(
一
千
七
百
五
十
九
万

一

千
円
)
を
承
認
し
ま
し
た

。

主
な
も
の
は
、
O
l

一
五
七

関
連
費
用
や
衆
議
院
議
員
選
挙

費
等
で
す
。



み袋ー.，
'-指 定

12月から

「指定ごみ袋制度」

完全実施

燃え§ごみ⑧
ごみを分別しよう

※水は、よく切って出しましょう

※!!l!き缶・空きピン等の不織物iま絶対I~

入れないで下さい

※臼は、しっかり結びましょう

※この袋以外で出されたごみ〈可燃物)Iët

回収しません

収集自の籾8時までに出しましょう

十
一
月
五
日
(
火
)
か
ら

「
指
定
ご
み
袋
制
度
」
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

十
一
月
ま
で
は
指
定
ご
み

袋
以
外
(
市
販
の
ご
み
袋
、
ス

ー
パ
ー
の
買
い
物
袋
、
ダ
ン

ボ
ー

ル
箱
等
)
で
出
さ
れ
て

い
て
も
、
き
ち
ん
と
分
別
さ

れ
て
い
る
ご
み
に
つ
い
て
は

回
収
し
て
い
ま

し

た
が
、
十

二
月
か
ら
は
、
指
定
ご
み
袋

以
外
で
出
さ
れ
て
い
る
場

合
、
き
ち
ん
と
分
別
さ
れ
て

い
て

も
回
収
し
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
下
さ
い
。

ノ
、

し戸
時。重信問

みん

次
の
こ
と
を
砂
す
守
っ
て
下
さ
い
。

一
、
必
ず
指
定
袋
で
出
し
て
下
さ

自
ν

二
、
指
定
袋
に
は
、
必
ず
地
区
名
・

名
前
を
記
入
し

て
下
さ
い

e

指
定
袋
に
は

、

記
名
欄
(
地
区

名
・

名
前
)を
設
け
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
「

自
分
た
ち
の
ご
み
は

、

自

分
た
ち
で
責
任
を
も
っ

て
自
分
た

ち
の
集
積
場
に
出
す
。
」
と
い
う
こ

と
と
、
適
正
な
分
別

の
確
認
の
意

味
で
設
け
て
お
り
ま
す

。

三
、
収
集
日
の
当
日
、

午
前
八
時

ま
で
に
、
決
め
ら
れ
た
場
所
に
、

指定袋に入れなくても出せるもの
(地区名 ・ 名前の記入も不要です。 )

- せん定した枝や板 くずな どの長い木 く ずは 、 直径が5セ ン チ

メ ート ル以内であれば長 さを 50センチメー ト ル程度に切 っ

て縛って出口ができます。 長藍3

50cm程一度

決
め
ら
れ
た
方
法
で
出
し
て
下

支
」

い
。

四
、
指
定
袋
に
は
、
燃
え
る
ご
み

(
H燃
や
す
ご
み
)
だ
け
入
れ
て

下
さ
い

。

発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
で
で
き
た
容

器
類
(
食
品
ト

レ
イ

、
カ
ッ
プ
め
ん

の
容
器
、
フ
ァ
ー

ス
ト

フ
ー

ド
の

容
器
な
ど

)や
、
弁
当
が
ら

、

ペ
ッ

ト

ボ
ト

ル
な
ど
は
、
不
燃
物
回
収

日

(毎
月
十
日
、
二
十
五
日
、
横
河

原
区
は
毎
月
第

一
、
第
三
日
曜
日
)

に
出
し
て
下
さ
い

。

霊語

地区名は、

í(大字名) 、 00組」や

� (大字名)、 00アパート 」 というように

大字名と区域名 を記入して下さい。
名前は、

「重信太郎」というように

フルネームで‘記入 し て下さい。

新聞紙

・ ダンボールは、 縛っ て出すこ とができます。

ただし 、 箱の場合は、

たたんで出して下さ い。

- 新聞紙(広告紙)、雑誌は、各それごとに

縛って出すことができます。

ごみ収集は

1 月 1 日側，_，3 日(金)

し尿くみ取りは

12月 31 日(火)，_， 1 月 3 日(金)

.上記期間お休みします

し
尿
く
み
取
り

十
二
月
は
、
通
常
の
日
程
よ
り

早
目
に
く
み
取
り
を
行
い

、

二
十

五
日
で
終
わ
り
ま
す

。

残
り
の
五

日
間
で
特
に
必
要
な
と
こ
ろ
を
く

み
取
り
ま
す
。

一
月
は
、
通
常
の
日
程
よ
り
遅

れ
ま
す
が
、
末
日
ま
で
に
は
完
了

す
る
予
定
で
す

。



人

~怜
Z玄

婦町
文
化
祭
に
参
加
し
て

好
天
に
恵
ま
れ
、
秋
た
け
な
わ

の
な
か
、
多
数
の
町
民
参
加
の
も

と
第
三
十
二
回
文
化
祭
は
盛
大
に

開
催
さ
れ
た
。

日
頃
、
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
と
ゴ

ミ
問
題
に
取
り
組
ん
で
き
た
婦
人

会
は
、
そ
の
活
動
を
テ

l

マ
と
し

て
文
化
祭
に
参
加
し
た
。
す
べ
て

手
作
り
の
「
リ
サ

'

G

イ
ク
ル
品
展
」
の

'

吋リ t

F

曲

な
か
で
も
古
い
傘

/

竹
一

で
作
っ
た
買
物
袋
が

一

は
大
変
好
評
で
あ

，

U

」

/

@

闘

っ
た
。
ま
た
、
広
場

訓
団

の
テ
ン
ト
で
は
、

んf

d

不
用
品
販
売
の
コ

純
一

l

ナ
l

、
ま
た
良

.

一

一山川副

質
の
パ
ル
プ
か
ら
作
ら
れ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
ゴ
ミ
と
し
て
捨

て
ら
れ
て
い
る
牛
乳
パ
ッ
ク
か
ら

子
す
き
ハ
ガ
キ
を
作
る
実
演
も
行

っ
た
。
大
人
か
ら
子
供
ま
で
多
数

の
方
に
押
し
花
入
り
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
ハ
ガ
キ
を
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ

し
た十

一
月
五
日
か
ら
実
施
さ
れ
た

燃
え
る
ゴ
ミ
の
「
指
定
袋
制
度
」

に
ち
な
み
、
町
生
活
環
境
課
職
員

の
協
力
を
得
て
、
燃
え
る
ゴ
ミ
と

燃
え
な
い
ゴ
ミ
の
実
物
展
示
を
行

っ
た
。
こ
の

コ
ー
ナ
ー
で
は
男
性

の
関
心
も
高
く
「
分
別
回
収
の
教

材
に
活
用
し
た
い
」
と
持

っ
て
帰

っ
て
下
さ
っ
た
方
も
い
た
。

ゴ
ミ
を
ど
の
よ

う
に
焼
却
ま
た
埋

め
立
て
処
理
す
る

か
を
考
え
る
よ

り
、
知
何
に
リ
サ

イ
ク
ル
資
源
化
す

る
か
を
考
え
る
時

代
に
来
て
い
る
と

の
言
葉
が
思
い
出

さ
れ
る
。

次
に
機
会
を
得
た
ら
、
包
装
容

器
ゴ
ミ
の
減
量
の
た
め
、
「
詰
め
替

え
商
品
」
に
つ
い
て
考
え
た
い
と

回
ぞ
っ
。

重
信
町
の
人
々
の
美
し
い
町
づ

く
り
に
つ
な
が
る

ゴ
ミ
の
減
量
、

分
別
回
収
、
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
関

心
の
高
さ
を
改
め
て
感
じ
た
、
心

強
い
文
化
祭
へ
の
参
画
で
あ
っ
た
。

(
会
長
藤
岡
惰
子
)

女

塾

性

出
雲
市
ヘ
「
ご
み
対
策
」

見
留
意
川
多

4
4
E
E
g

，
『
a
e
-
-
a
z
，

十
月
二
十
二
日
、
「
町
づ
く
り
」

と
「
ゴ
ミ
対
策
」
を
テ
ー
マ
に
、

島
根
県
松
江
市
と
出
雲
市
へ
視
察

研
修
に
出
か
け
ま
し
た
。

瀬
戸
大
橋
を
渡
り
、
岡
山
か
ら

米
子
自
動
車
道
へ
と
約
五
時
間

半
、
車
窓
か
ら
眺
め
る
回
国
風
景

の
中
に
、
エ
ビ
茶
色
の
石
州
瓦
と

白
壁
の
家
並
が
な
ぜ
か
日
本
の
原

風
景
の
中
に
あ
る
よ
う
で
、
郷
愁

を
呼
ぴ
起
、
」
さ
れ
ま
し
た
。

山
陰
は
積
雲
も
多
く
、
石

州
瓦

は
寒
冷
に
強
い
と
聞
き
、
先
人
の

暮
ら
し
か

ら
生
ま
れ
た
「

ふ
る
里

の
美
」
に
感
動
し
ま
し
た
。

出
雲
市
で
は
市
役
所
の
ご
厚
意

に
よ
り
、
「
ゴ
ミ
対
策
と
処
理
場
視

察
研
修
」
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。日

本
で
初
め
て
「
指
定
ゴ
ミ
袋

制
度
」
を
考
案
し
実
施
し
た
地
と

あ
っ
て
、
「
捨
て
れ
ば
ゴ
ミ
も
分
け

れ
ば
資
源
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
の
も
と
、
市
民
は
〈
燃
え
る

ゴ
ミ
〉
と
〈
燃
え
な
い
ゴ
ミ
〉
に

大
別
し
、
更
に
燃
え
な
い
ゴ
ミ
は

埋
立
ゴ
ミ
と
破
砕
ゴ
ミ
と
空
き
瓶

と
缶
類
、
紙
に
分
別
し
て
指
定
さ

れ
た
日
時
、
場
所
に
持
参
し
ま
す
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
オ

l

卜

メ
化
き
れ
、
業
者
委
託
で
紙
、
空

ビ
ン
、
缶
類
等
は
リ
サ
イ
ク
ル

へ

と
選
別
さ
れ
、
再
生
で
き
な
い
ゴ

ミ
は
破
砕
し
て
埋
立
地
へ
と
処
理

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

市
民
側
で
は
地
区
毎
に
ゴ
ミ
へ

ル
パ
l

を
募
り
、
ゴ
ミ
の
減
量
化

と
正
し
い
出
し
方
な
ど
指
導
す
る

一
方
、
市
民
と
行
政
の
パ
イ
プ
役

を
つ
と
め
、
市
民
と
行
政
と
業
者

が
一
体
と
な
っ
た
ゴ
ミ
対
策
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

重
信
町
も
十
一
月
か
ら
指
定
ゴ

ミ
袋
制
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
行

政
と
町
民
一
人
ひ
と
り
が
ゴ
ミ
の

減
量
と
再
利
用
に
向
か
っ
て
努
力

し
、
公
害
の
無
い
住
み
よ
い
社
会

づ
く
り
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

(
女
性
塾
生
N
・

K
)

母
子
寡
婦
福
祉
会

重
信
町
母
子
寡
婦
福
祉
会
で
は

母
子
家
庭
の
母
と
子
が
、
ふ
れ
あ

い
を
深
め
孤
立
し
が
ち
な
家
庭
の

交
流
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
去
る
十
月
十
六
日
間
に
、
環

境
問
題
を
テ
1

マ
と
し
た
研
修
会

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

食
用
廃
油
を
利
用
し
た
粉
石
鹸

作
り
や
、
十
一
月
か
ら
実
施
さ
れ

る
ゴ
ミ
分
別
回
収
に
つ
い
て
、
役

場
生
活
環
境
課
長
き
ん
に
よ
る
講

演
等
、
有
意
義
な
一
日
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
母
子
家
庭
の
皆
様
の
御

参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
い
た
し
て

お
り
ま
す
。(

会
長

高
須
賀

美

ぞ

新春文化講演会
「悪口歌」と「はねつけ歌」
上代歌謡から「万葉集」へ

竹田美喜先生
i斉美高校教諭・愛大非常勤講師

日時 1 月 11 日出午後1時30分一3時
場所町民会館第1 ・ 2研修室
聴講料無料

(整理券は町民会館と図書館にあります)
重信町生活文化女性塾

『
つ

ど気軽お

講師

主催
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文
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平
成
九
年
一
月
八
日
(
水
)

午
後
七
時
三
十
分
1

町
民
会
館

第
一
・
二
研
修
室

「
絵
で
見
る
お
釈
迦
様
の

生
涯
」

溝
口
史
郎

(
神
戸
大学
名
誉
教
授
、
現

在
は
学
校
法
人
神
戸
森
学

園
理
事
長
)

入
場
無
料

主
催
重
信
町
文
化
協
会

日
時

場
所

演
題

講
師

生先

ι
i
l

l
-

郎一間師講

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

町
民
会
館
内

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

箇
九
六
四
l

一
五
O
O
刊

講

演

4-
Zま

絵で見るお釈迦様の生涯
インドネシアのジャヴァ島のほぽ中央部にボロブドウルと呼ばれる世

界最大の仏教遺跡があります。この遺跡は大きさもさることながら、そこ

には総数1 ， 460 というおびただしい数の浮き彫りで、様々の経典の内容が
表されています。この中の120はお釈迦様の生涯を示したもので、天上世

界から下降するところから始まり、人間として生ま れ育ち 、 成人してから

王宮を抜け出して遍歴修行者となり、激しい苦行の末、悟りを開いてプッ
ダとなり、ベナレス郊外の鹿の園において、かつて仲間であ った五人に対

して初めて教えを説くところで終わ ってい ます。この浮き彫りの美しい

写真をお示ししながら、お釈迦様の生涯をお話しします。

、-

第
三
固

定
例
映

画
~ 
Zま

ク
リ
ス
マ
ス
・
キ
ャ
ロ
ル

ク
リ
ス
マ
ス

・
イ
ヴ
の
夜
の
不

思
議
な
出
来
事
・•• 

ご
家
族
で
ご
覧
下
さ
い
。

日
時
十

二
月
二
十
五
日
(
水
)

①
午
後
二
時1
三
時
五
十
分

②
午
後
六
時i
七
時
五
十
分

町
民
会
館
大
ホ
l

ル

当
日
五
百
円

重
信
町
親
と
子
の
良
い

映
画
を
み
る
会

重
信
町
教
育
委
員
会

重
信
町
文

化
協
会

主会場
催貴所

後
援

大

福

晶弘

手

寿
十
二
月
十
三
日
(
金
)

午
前
十
時
i

十
一
時
三
十
分

町
民
会
館

第
一
・

二
研
修
室

演
題
「

景
観
の
変
遷
か
ら
見
た

重
信
の
今
昔
」

講
師
元
東

雲
高
等
学
校
教
諭

窪
田
重
治
先
生

入
場
無
料

主
催

重
信
町
教
育
委
員
会

日
時

場
所

〈
募
集
要
項
〉

応
募
者

応
募
資
格
は
聞
い
ま
せ
ん
。

形
式

「
短
歌
(
五
七
五
七
七
ご
形
式
の
便

り
(
短
歌
形
式
な
ら
三
十
一
文
字
に

限
り
ま
せ
ん
)

内
容

誰
か
に
想
い
を
伝
え
る
も
の

(
例
近
況
報
告
・
ラ
ブ
レ
タ
ー
・
見

舞
・
お
礼
・
お
わ
び
等
)

応
募
方
法

は
が
き
に

、

縦
書
き
で
、作
品
と
そ
の

宛
先
(
父
へ
、
母
へ
、
友
へ
、
恋
人へ

等
、
「
O
O
へ
」
と
前
書
き
す
る
)
を
書

き
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

性
別
・

電

話
番
号
を
明
記
し
て
、
下
記
ま
で
送

っ

て
く
だ
さ
い
。
は
が
き
一
通
に

一

作
品
と
し
ま
す
が
、

一
人
何
通
で
も

応
募
で
き
ま
す。

応
募
先

一T
七
九
O
l

九

一

松
山
市
中
央
郵

便
局
私
書
箱
第二
三
四
号

「
は
が
き
歌
」
全
国
コ

ン
テ
ス
ト
係

応
募
締
切

平
成
九
年
一
月二
十
日
(
当
日
消
印
有
効
)

そ
の
他

作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま

す
。
入
賞
作
品
を
含
む
応
募
作
品
の

一
切
の
権
利
は
、
主
催
者
に
帰
属
し

ま
す
。

-
問
い
合
わ
せ
先

子
規
記
念
博
物
館
内

「
は
が
き
歌
」
全
国
コ
ン
テ
ス
ト
係

箇
九
三
一
l

五
五
六
六
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文
化
祭

お

礼

文
化
協
会
長

森

正
史

菊
花
香
る
好
天
の
下
、
第
三
十
二
回
文
化

祭
を
町
内
外
の
多
数
の
参
会
者
を
得
て
、
盛

大
裡
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
定
。
本

年
は
、
町
制
四
十
周
年
の
祝
意
を
込
め
て
例

年
と
違
つ
定
文
化
祭
を
展
開
い
だ
し
ま
し
た

が
、
会
員
は
じ
め
多
く
の
方
々
の
ご
支
援
ご

協
力
を
得
て
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
重
信
ら
し

い
地
域
に
根
ざ
し
疋
個
性
あ
る
文
化
祭
が
で

き
だ
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。
い
か
が
で
し

ょ
う
か
0

1

ふ
る
さ
と
の
文
学
L

寸
祝
舞
L

寸
伝
統
文
化

の
継
愚
L

と
い
う
三
部
構
成
の
開
会
式
オ

ー

プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

、

舘
野
泉
ピ
戸

ノ
リ
サ
イ
タ
ル
、
サ
ブ
イ
ベ
ン
ト
、

レ
セ
プ
シ

ョ
ン
も
大
成
功
で
し
だ
。
竹
を
テ

ー

マ
の
生

花
展
、
写
真
展
等
々
ど
れ
も
見
応
え
が
あ
り

ま
し
定
。

私
た
ち
文
化
協
会
は
、
こ
こ
数
年
ふ
る
さ

と
重
信
の
顔
づ
く
り
を
意
図
し
、
文
化
の
将

来
的
基
盤
づ
く
り
を
前
提
に
試
行
錯
誤
を
続

け
て
来
ま
し
定
ガ
、
町
制
四
十
周
年
を
機
に

協
会
の
存
在
意
義
を
世
巳
問
う
こ
と
が
で
き

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
真
に
寸
み
ど
り
と
文
化

の
町
重
信
L
の
H

核
H
に
な
る
よ
う
、
こ
れ
か

ら
も
努
力
し
て
参
り
疋
い
と
思
い
ま
す
。
各

方
面
か
ら
の
力
強
い
ご
声
援
を
深
謝
し
て
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

個、戸、ハ

l
i
l
l
l
E
'
「
1
l

.

.

.

.
 
E''E

,
J 

「上林盆踊り」

初めて トレーニングセンターでも
行われました
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知
っ
て
い
ま
す
か
こ
の
言
葉

「
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」

現
在
、
人
権
問
題
は
国
際
社
会

の
中
で
そ
の
解
決
へ
向
け
て
取
り

組
ま
れ
て
い
る
大
き
な
問
題
で

す
。
人
権
問
題
を
国
際
的
な
場
で

話
題
に
す
る
場
合
、
よ
く
使
わ
れ

る
言
葉
の
一
つ
に
、
「
マ
イ
ノ
リ
テ

イ
」
と
い
う

言
葉
が
あ
り
ま
す
。

日
本
語
に
訳
す
と
、
「
少
数
者
」
と

か
「
少
数
者
集
団
」
と
い
う
意
味

を
表
す
言
葉
に
な
り
ま
す
。
こ
の

反
対
が

「
マ
ジ
ヨ
リ
テ
ィ
」
で
、

「
多
数
者
」
と
か
、
「
多
数
者
集
団
」

を
意
味
す
る
言
葉
に
な
り
ま
す

が
、
数
が
多
い
と
か
少
な
い
と
い

う
単
な
る
数
の
問
題
に
と
ど
ま
ら

ず
、
政
治
的
、
社
会
的
な
意
味
を

持
っ
て
い
る
表
現
で
す
。

さ
ら
に
は
、
多
数
者
集
団
は
少

数
者
集
団
よ
り
も
高
い
社
会
的
地

位
と
よ
り
大
き
な
特
権
が
あ
る
と

い
う
優
越
感
と
不
可
分
に
結
び
付

い
て
い
る
こ
と
が
問
題
を
複
雑
に

し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る

多
数
の
白
人
の
中
で
の
少
数
の
黒

人
や
メ
キ
シ
コ
系
住
民
、
ア
ジ
ア

系
住
民
の
問
題
。

キ
リ
ス
ト
教
徒
が
多
い
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
諸
国
に
お
け
る

ユ
ダ
ヤ
教
徒

や
ロ

マ
(
ジ
プ
シ
ー
)
の
問
題
。

こ
の
よ
う
に
身
体
的
特
質
(
肌

の
色
が
白
い
と
か
黒
い
と
か
黄
色

い
と
か
)
、
ま
た
は

文
化
的
特
質

(言
葉

や
宗
教
、
生
活
習
慣
の
違

い
)
の
た
め
、
住
ん
で
い
る
社
会
の

中
で
他
と
区
別
さ
れ
て

差
別
的
で

不
平
等
な
取
り
扱
い
や
時
に
は
迫

害
を
受

け
る

。
し
か
も
、
そ
の
人

個
人
が
対
象
で
は
な
く
集
団
と
し

て
差
別
を
受
け
る
人
々
を
指
す

言

葉
が

「
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」
で
す

。

日
本
の
場
合
で
は
、
ア
イ
ヌ

民

族
(
行
政
用
語
で
は
ウ
タ
リ
)
が
そ

れ
に
あ
た
り
ま
す
。

し
か
も
、
少
数
の
集
団
と
し
て

差
別
の
対
象
と
な

っ
て
い
る
と
い

う
意
味
で
は
、
被
差
別
部
落

(
行
政

用
語
で
は
同
和
地
区
)
の
人
々
も

「
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

」
と
い
う
定

義

の
中
に
入
り
ま
す
。

し
か
し
、
身
体
的
、
文
化
的
特

質
と
い
う
点
で
は
、
全
く
違
い
の

な
い
日
本
人
同
士
で
あ
り
ま
す
の

で
、
外
国
の
人
々
に
と
っ
て
日
本

の
部
落
差
別
は
理
解
さ
れ

に
く
い

」

面
が
あ
り
ま
す
。
何
故
、
同
じ
日

本
人
同
士
が
何
百
年
も
前
の
身
分

を
理
由
に
差
別
す
る
の
か
不
思
議

に
思
え
て
な
ら
な
い
そ
う
で
す
。

多
数
者
集
団
が
少
数
者
集
団
を

差
別
す
る
例
を
上
げ
ま
し
た
が
、

そ
の
反
対
の
少
数
者
集
団
が
多
数

者
集
団
を
支
配
し
差
別
す
る
場
合

も
あ
り

ま
す

。

過
去
の
植
民
地
支
配
の
よ
う
に

人
口
数
の
多
い
現
地
の
人
々
が
少

数
の
占
領
者
に
迫
害
さ
れ
た
り
、

人
口
の
約
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
白

人
が
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
黒
人
を

支
配
し
て
い
た
南
ア
フ
リ
カ
共
和

国
の
例
な
ど
が
そ
れ
に
あ
た
り
ま

す
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
不
合

理
な
人
権
無
視
の
政
策
は
、
国
際

的
な
人
権
尊
重
の
運
動
の
中
で
消

え
て
し
ま
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で

し
た
。
今
年
は
、
国
連
が
提
唱
し

て
い
る
「

人
権
教
育
の

一
O
年
」

の
二
年
目
に
あ
た
り
ま
す
。

日
本
で
も
、
昨
年
十

二
月
、
総

理
大
臣
を
本
部
長
、
文
部
大
臣
な

ど
を
副
本
部
長
と
す
る
推
進
本
部

が
設
置
さ
れ
、
今
後
、
ま
す
ま
す

強
力
に
人
権
教
育
が
推
進
さ
れ
る

予
定
で
す
。
「
人
権
の
世
紀
」
と
い

わ
れ
る
二
十
一
世
紀
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
、
大
人
の
私
た

ち
が
よ
き
お
手
本
に
な
る
よ
う
努

力
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

作
家
の
曽
野
綾
子
さ
ん
が
、
あ

る
対
談
の
中
で
、

「

い
じ
め
と
い
う
の
は
、
基
本
的

に
お
も
し
ろ
い
も
の
な
の
よ
。
」

と

言
っ
て
い
る
の
に
接
し
、
一
瞬

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
あ
と
に

「
『
お
も
し
ろ
い
け

.
y六
し
ち
ゃ
い

け
な
い

』
と

い
う
と
ら
え
方
が
大

切
な
の
じ
ゃ
な
い
か
し

ら
。
」
と
続

け
ま
し
た

。

空
疎
な
理
想
論
、
宗
教
者
の
説

教
で
は
い
じ
め
は
な
く
な
ら
な
い
。

人
間
性
を
踏
ま
え
た
い
じ
め
防
止

の
在
り
方
を
考
え
な
け
ら
ば
な
ら

な
い
。
共
感

的
指
導
と
は
こ
う
い

う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

。

同
時
に
、
こ
の
こ
と
は
、
家
庭

の
教
育
力
の
低
下
を
考
え
る
ヒ
ン

ト
に
も
な
る
と
思
い
ま
す

。

今
の
親
御
さ
ん
は
、
ど
な
た
も

教
育
に
つ
い
て
の
一
家
言
を
お
持

ち
で
す
。
高
学
歴
で
、
し
か
も
、

情
報
の
多
い
世
の
中
で
す
か
ら
当

然
の
こ
と
で
し
ょ
う
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
家
庭
の
教
育
力
の
低
下

が
叫
ば
れ
、
現
に
子
供
た
ち
に
大

き
な
ひ
ず
み
が
出
て
き
て
い
ま

す
。

な
ぜ
で
し
ょ
う
。

い
じ
め
が
悪
い
こ
と
は
、

た
ち
は
百
も
承
知
し
て
い
ま
す
。

い
じ
め
が
悪
い
こ
と
を
教
え
る
の

で
は
な
く
、
い
じ
め
と
い
う
行
動

を
と
ら
な
い
子
に
育
て
る
こ
と
が

大
切
な
の
で
す

。

そ
の
た
め
に
は
、
た
て
ま
え
や

き
れ
い
ご
と
を
並
べ
る
の
で
は
な

く
、
親
子
が
、
共
に
、
弱
味
や
み

に
く
い
面
を
見
せ
な
が
ら
も
、
苦

し
ん
で
そ
れ
を
克
服
し
て
い
く
と

い
う
生
活
の
姿
勢
を
貫
い
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
親
と
子
は
、
も

っ

と
も
っ
と
深
い
所
で
結
ぼ
れ
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

「
ど
う
せ
子
供
の
世
話
に
は
な
ら

な
い
の
だ
か
ら
。
」
と
い
う
、
親
の

自
立
志
向
が
、
家
族
の
併
を
徐
々

に
弱
め
て
い
ま
す
。
そ
の
裏
に
は
、

年
老
い
た
親
を
一
人
で
住
ま
わ
せ

て
い
る
と
い
う
実
態
が
あ
り
、
「
老

後
は
頼
む
よ

。

」
と

言

え
な
い
子
供

と
の
関
係
が
あ
る
の
で
す

。

「
い
つ
ま
で
も
一
緒
に
住
み
続
け

た
い
。

」
と
思
う
の
は
、
決
し
て
ク

自

立
の
阻
害
d

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
、

」
家
族
の

紳
ι
を
強
め
る
こ
と
こ
そ
が
家
庭

の
教
育
力
の
向
上
の
出
発
点
だ
と

思
い
ま
す

。

子
供



信

『

昭
和
五
十
六
年
に
発
足
し
た
重

信
史
談
会
も
、
十
五
年
の
歳
月
が

過
ぎ
ま
し
た
が
、
今
年
も
ま
た
、
新

し
い
郷
土
の
歴
史
が
発
掘
さ
れ
、

忘
れ
か
け
て
い
た
事
柄
や
思
い
が

け
な
い
新
発
見
で
、
同
誌
を
飾
り

充
実
し
た
も
の
と
し
て
、
郷
土
史

を
二
十
一
世
紀
へ
残
す
こ
と
が
で

主
」
キ
品
l
)
h
~
。

会
長
と
し
て
十
五
年
間
、
県
下

有
数
の
史
談
会
に
ま
で
発
展
さ
せ

た
武
智
成
彬
先
生
が
、
病
床
で
執

筆
さ
れ
た
「

あ
る
海
軍
ス
パ
イ
の

墓
誌
|

真
珠
湾
ス
パ
イ
古
川
猛
夫

の
場
合
l

」

が
編
集
中
に
遺
稿
と

な
る
、
誠
に
残
念
な
事
態
が
起
き

ま
し
た
が
、
そ
の
文
中
に

『

森
村
正
と
い
う
こ
の
真
珠
湾
ス

パ
イ
の
名
は
偽
名
だ
っ
た
。
本
名

は
音
川
猛
夫
で
あ
る
。

彼
の
出
生
地
は
松
山
市
に
な
っ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
父
が
松

山
警

察
署
に
勤
め
て
い
た
こ
ろ
の
住
所

で
、
そ
の
後
祖
父
の
時
代
か
ら
住

み
始
め
た
本
籍
地
の
重
信
町
横
河

原
に
帰
っ
て
い
る
。
旧
松

山

中
学

(
現
松山
東
高
校
)
か
ら
海
軍
兵
学

校
に
進
み
昭
和
八
年
卒
業
、
ス
パ
イ

時
代
は
海
軍
の
予
備
少
尉
だ
っ
た
。
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史

談
』

第
四
号
発
行

r

〉
重
信
史
談
会
r
〉

子
供
の
頃
か
ら
口
数
は
少
な
い

方
だ
っ
た
が
、

北
吉
井
小
学
校
以

来
の
知
り
合
い
で
、
中
学
生
に
な

っ
て
か
ら
は
汽
車
通
学
時
代
の
仲

間
だ
っ
た
私
の
記
憶
に
よ
る
と
、

あ
る
ぬ
山
中
ス
パ
イ
の
円
引
必

JH

o

h

 

e
a
-
w
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'
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・

・

-
m
.

‘
，

，
、•. .• "

, 

l
, 

'

・
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司
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本
を
読
ん
で
い
る
よ
う
な
、
マ
ジ

メ
型
の
中
学
生
だ
っ
た
が
、
学
校

で
は
ス
ポ
ー

ツ
マ
ン
で
水
泳
等
で

活
躍
。
負
け
ん
気
は
強
く
、
内
面

の
激
し
さ
が
う
か
が
わ
れ
た
|
|

a

e

白

川

ρ

-

F
・
A

Z

、

l

u-
-

，

a
-

一
句
、

V
-
2
-

a

，

t

，

。

，

.
e
a
-

-
u

v
a司
F

-e
r
:
1
7
;
t
Z
2
6
 

H

臼
b

刷
申
，

・

t
“
，
‘
““

・r
a
ι
a
'

:

A

e

r
u
-
-

ょ
，

重信史談会(別府頼雄会長代理)は、 こ のたび会誌
「重信史談J 15号 (A5判 ・ 12 9ペー ジ)を発行 し まし
た。

だ
句

史
9

h句
h

a

すξ

彼
は
他
の
悪
童
た
ち
と
は
距
離
を

お
い
た
か
た
ち
の
グ
ル

ー

プ
に
い

て
、
よ
く
お
勉
強
の
出
来
た
子
供

ー
ー

と
い
う
印
象
が
あ
る
。
汽
車

通
学
時
代
は
、
隅
の
方
の
座
席
で

.p , 
勾 IIJ，

、 ・亨 へ
ん

そ
ん
な
感
じ
だ
っ
た
と
思
う
。
』

と
記
さ
れ
て
お
り
、
正
直
い
っ

て
あ
の
真
珠
湾
奇
襲
作
戦
時
の
情

報
を
送
り
続
け
て
い
た

人
物
(
ス

パ
イ
)
が
重
信
の
人
と
は

・

・
:
。

同
誌
内
容
は
次
の
と

そ
の
他

、

お
り
で
す

。

マ
(
巻
頭言
)
歴
史
の
真
実
を
求

め
て
(
別
府
頼
雄
)

マ
重
信
川
上
流
地
域
の
水
利
開

発
と
村
落
の
発
展

(窪
田
重
治
)

マ
横
河
原
本
町
組

l

今
昔

ーl

(
細川
富
恵
)

マ
あ
る
海
軍
ス
パ
イ
の
墓
誌

ー

真
珠
湾
ス
パ
イ
音
川
猛
夫
の
場

合
|

(
武
智
成
彬
)

マ
江
戸
期
庶
民
の
個
人
墓
標

現
在
の
家
墓
へ
の
歩
み
(
高
橋
大

蔵
)マ

下
林
の
牛
頭
天
王
信

仰
(
井

上
龍
雄
)

マ
つ
み
木
の
全
よ
り
養
護
学
校

開
校
ま
で
(
和
田
純
二

マ
奉
額
に
魅
せ
ら
れ
て
(
渡
部

正
寿
)マ

大
森
彦
七
の
虚
像
と
実
像

(別
府
頼
雄
)

マ
不
思
議
な
鏡
・
「

魔
鏡
」

に
挑

む
(
高
橋
聴
史
)

御
希
望
の
方
に
一
部
一
二

O
O

円
で
頒
布
し
て
い
ま
す
。

重
信
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
内

重
信
史
談
会
事
務
局

冨
九
六
四
ー
一
五
O
O
(内
線
五
0
=
一
)

J
A
P
A
N
そ
れ
は
「
漆
」

生
活
の
中
の
う
る
し
の器
展

漆
(
う
る
し
)
は
縄
文
時
代
か

・
り
・
E
-。

そ
ん
な
に
古
く
か
ら
生
活
に

入
り
込
ん
で
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
そ
の
扱
い
の
苦
労
と
高

価
き
で
生
活
か
ら
遠
の
き
つ
つ

あ
る
こ
と
も
事
実
。

今
回
は
、
嘉
吉
年

(五
百
年

前
)
の
墨
書
き
が
あ
る

山
之
内

旧
黒
滝
神
社
の
木
地
皿
か
ら
、

旧
庄
屋
小
山
氏
の
硯
箱
、
揚
羽

蝶
の
紋
も
く
っ
き
り

の
輪
島
の

入
れ
こ
な
ど
、
漆
の
生
活
展
。

〈
十
二
月
の
休
館
日
〉

、
，a
h

'

「
D

《
b

司
d

d

せ

'
4

(

、

1
i

唱
i

ワ
ω

ヮ
“

口
δ

1
i

1
4

つ
U
1

ー

ヨ
u
F

ト
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第
八
回人

権
を
語
る
集
い

日
時

「議会を傍聴しませんか」

12月定例議会
本
'
可
討

、
能

4
フ
F
a

日

'
・
正

小
野
け
い
子

勝
田
昇

高
須
賀
康
夫

12月 13 日 -"19 日

基
本
健
診
を

受
け
ら
れ
た
方
ヘ

七
月
か
ら
始
ま
っ
た
「
基
本
健

康
診
査
」
は
十

一
月
で
終
了
し
ま

l
v
h
~
。

今
年
は
九
百
九
十
九
人
の
方
が

受
診
さ
れ
ま
し
た
。

成
人
病
は

、
生
活
習
慣
と
と
て

も
深
い
関
わ
り
が
あ
り
ま
す
。
自

分
自
身
の
生
活
習
慣
を
見
直
す
機

会
と
し
て
、
健
診
を
受
け
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

健
診
の
結
果
、
医
療
機
関
の
受

診
を
勧
め
ら
れ
た
方
は
、
早
目
に

受
診
し
て
下
さ
い

。

来
年
一
月
か
ら
三
月
に
か
け
て

寸
病
気
別
健
康
教
室
」
を
開
催
し

ま
す
。
テ
ー
マ
は
「
糖
尿
病
」
と

「
高
脂
血
症
」
に
つ
い
て
で
す

。

詳
し
く
は
、
来
月
号
に
掲
載
し
ま

す
の
で
、
関
心
の
あ
る
方
や
、
健

診
等
で
指
導
を
受
け
た
方
は
、
ぜ

ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

ま
た
、
各
地
区
健
康
相
談
や
、

電
話
等
に
よ
る
健
康
相
談
を
行
な

っ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

下
さ
い
。

国
九
六
四

|
四
一
七
O
(
直
通
)

九
六
四
ー

二
O
O

二
代
表
)

「
以
下
、J
'
d
1
J

、
一人

j己
」
円
叫
/
/

司
勾
少
修
一

戸1
4
ピ

工
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
を
/

工
業
統
計
調
査
は
、
明
治
四
十

年
に
始
め
ら
れ
た
伝
統
あ
る
調
査

で
、
大
正
九
年
か
ら
毎
年
継
続
し

て
行
な
わ
れ
て
お
り
、
我
が
国
の

統
計
調
査
の
う
ち
で
は
、
国
勢
調

査
な
ど
と
並
ん
で
最
も
重
要
な
調

査
の
一
つ
で
す
。

本
調
査
は
、
我
が
国
製
造
業
の

事
業
所
を
対
象
と
し
て

、

そ
の

実

態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
お
り
、
調
査
結
果
は
、
国

や
都
道
府
県
の
施
策
立
案
の
基
礎

資
料
と
な
る
の
み
な
ら
ず
、
民
間

企
業
や
大
学
な
ど
国
民
生
活
の
幅

広
い
分
野
で
活
用
さ
れ
、
豊
か
で

住
み
良
い
日
本
を
築
く
た
め
に
役

立
っ
て
い
ま
す
。

事
業
所
の
皆
さ
ん
に
は
、
年
末

を
控
え
何
か
と
ご
多
忙
の
と
こ
ろ

恐
縮
で
す
が
、
調
査
員
が
訪
問
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す

。

調
査
日

十
二
月
三
十
一
日
現
在

調
査
対
象

製
造
業
を
営
む
事
業
所

調
査
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先

役
場
企
画
財
政
課

箇
九
六
四
ー

二
O
O

一
間

重
信
町
社
会
福
祉

協
議
会
職
員
募
集

募
集
人
員

ホ
i

ム
へ
ル
パ
l

若
干
名

応
募
資
格

昭
和
三
十
二
年
四
月
二
日
以
後

に
生
ま
れ
た
方
で
、
普
通
自
動

車
運
転
免
許
を
有
す
る
方

試
験
日

平
成
九
年
一
月
二
十
八
日
閃

試
験
内
容

作
文
及
び
面
接

受
験
手
続

平
成
九
年
一
月
十
日
ま
で
に
履

歴
書
(
写真
貼
付
)
と
健
康
診
断

書
(
胸
部
X

線
撮
影
に
よ
る
診

断
必
要
)
を
社
会
福
祉
協
議
会

事
務
局
(
町
民
会
館
内
)
ま
で
提

出
し
て
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

重
信
町
社
会
福
祉
協

議
会

事
務
局

国
九
六
回
1

一
五
九
七歳未たすけあい運動

十
二
月
七
日
出

午
後
一
時
j

場
所
町
民
会
館
大
ホ

l

ル

テ
l

マ
考
え
よ
う
、
「
い
じ
め
」

の
問
題

内
容

-
小

・
中
・
高
校
生
発
表

-
パ
、
不
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

パ
ネ
ラ
l

県
生
涯学
習
推
進
講
師

県
医
療
技
術
短
大
講師

県
生
涯
学
習
推
進
講
師

県
同
和
教
育
課
指
導
係
長

自
衛
隊
生
徒
募
集@官足?，， ~C)②屯泡パヨ与信認ν~

受
付
期
限

平
成
九
年
一
月
四
日
ま
で

応
募
資
格

中
学
校
卒
業
(
見
込
み
合
む
。
)
の
方
で

平
成
九
年
四
月
一
日
に
お
い
て
十
五

歳
以
上
十
七
歳
未
満
の
男
子

試
験

寸

一
次
九
年
一
月
五
日
同

.
」

二
次

九
年
一
月
二
十
二
日
嗣
i
二

間

士
ハ
日
間
の
聞
の
指
定
す
る
一
白

河

入
隊
九

年
三
月
下
旬

'
U

匹
以M

詳
し
く
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ

害
時

下
さ
い
。

ι「

自
衛
隊
松
山

募
集
案
内
所

ベ

箇
九
四
七
|

三
O
四
O

「
ν

役
場
総
務
課

ょ

国
九
六
回
|
二
O
O

一刊

広

附

め

篤

志
寄

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
次

の
方
か
ら
金

一
封
を
寄
付
下
さ
い

ま
し
た
。
温
か
い
善
意
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い

ま
す
。

(
敬
称
略
)

(
香
典
返
し
)

八
木
昌
和
(
牛
糊
)
亡
父
・
昌
治

森
幸
子
(
田
窪
)
亡
母
・
マ
サ
コ

安
井
安
(
北
野
田
)
亡
姉
・
貞
子

清
水
サ
ワ
子
(
志津
川
)
亡夫
・
卯
市

@/êXVêか飽得制誕ペヌMゆ⑤



大森教育委員
勲五等瑞宝章受章
おめでとうございます

教
育
委
員

(元
重
信

中
学
校
長
)
大
森
利
敬

さ

ん
(
下
林
)
が
、
多
年

に
わ
た
り
教
育
・
地
方

自
治
教
育
行
政
の
発
展

に
功
績
が
あ
っ
た
こ
と

に
よ
り
叙
勲
を
受
け
ら

れ
ま
し

た
。

お
慶
び
申
し

上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
今
後
の

ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を

期
待
い
た
し
ま

す
。

-
F

平
成
九
年
度
か
ら

、

新
し
い
清
掃
セ
ン
タ
ー
が

町
J
稼
動
し
ま
す

。

内
!

こ
の
た
め
、
新
し
い
施
設
に
ふ
さ
わ
し
い
名
称

』
し

を
募
集
し
ま
す
。

R
d
一
、
応
募
資
格

」F
V
-

重
信
町
内
在
住
者
(
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
)

いV
ニ
、

応
募
締
め
切
り

合
同

平
成
九
年
一
月
三
十

一
日
働

名
=
一、

応
募
方
法

『
』

は
が
き
等
に
、
施
設
の
名
称・
住
所
・
氏
名

­

E
H副
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
し
て、

左
記
ま
で
ご
応

-

募
下
さ
い

。

4
守
山v
四
、
応
募
及
び
問
い
合
わ
せ
先

M
e

重
信
町
大
字
志
津川九
七
二

重
信
町
役
場
生
活
環
境
謀

、

，

(
箇
九
六
回l
二
O
O

一
間
内
線
五
五

一
、
五
五二
)

』
ヒ
五
、
そ
の
他

掃

.
晴1
1れた
方
に
は
、
記
念
品
を差
し
上
げ

清

・
配
作
品
の
著
作
権等
の
権
利
は重
信町
に

I

帰
属
し
ま
す

。

楽
し
か
っ
た
さ
つ
ま
い
も
掘
り

十
一
月
六
日
、
見
奈
良

の
吉
良
照
幸
き
ん
の

畑

で
、
重
信
幼
稚
園
の
子
供

達
が
保
護
者
と

一
緒
に
さ

つ
ま

い
も
の
収
穫
を
体
験

し
ま

し

た
。

こ
れ
は
、
町
内
に
住
む

農
村
女
性
グ
ル
ー

プ
と
消

費
者
と
が
農
村
体
験
を
通

し
て
、
農
業
に
対
す
る
理

解
を
深
め
、
ま

た
子
供
達

に
は
故
郷
の
土

に
触
れ
、

自
然
の
素
晴
ら
し
き
を
感

じ
て
も
ら
お
う
と
計
画
さ

15 

れ
ま
し
た
。

子
供
達
自
身
が
苗
を
植
え

付
け
た
こ
と

も
あ
り
、
こ
の
日
を
楽

し

み
に
待
っ
て
い

た
様
子
で
、
大
き
く
育
っ
た
お
い
も
を
土

だ
ら
け
に
な
り
な
が
ら
掘
り

あ

て
、
収
穫

の
喜
び
を
味
わ
い
ま
し
た
。
(
表
紙
写
真
関
連
)

Q
U

全
国
の
刑
務
所
で
は
、
社
会
復

U
帰
を
目
指
し
て
各
種
の
作
業
に
励

4
E

ん
で
い
る
数
多
く
の

人
々
が
い
ま

』
=
す

。

B

そ
の
作
業
の
成
果
で
あ
る

刑
務

引
刀
所
作
業
製
品
を
全
国
施
設
か
ら
集

u
w
め
松
山
刑
務
所
で
展
示
即
売
会
を

-
，
開
催
し

ま
す
。
模
擬
店
や
子
供
用

E
m
お
楽
し
み

コ
ー

ナ
ー

等
も
計
画
し

ロ
凹て
い
ま
す

。

製
日
時
士
一
月
八
日
(
日
)

監
R

午
前
九
時
l

午
後
二
時

P
R
即
売
品

各
種
タ
ン
ス

・

食
器
棚

刷
引

等
木
工
家
具
、
篠
製
品
、

問
問

紳
士
靴
、
漆
器
類

、

石

烈

け
ん
、
そ
の
他
小
物
類

お
か
え
ん
ひ
っ

師
走
で
す
、
と
う
と
う
。

あ
と

今
年
も
一
ヶ
月
。
私
も
、
あ
と

一

山

を
の
り
越
え
れ
ば
(
一
月
号
作

成
)
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
す。

今
度
の
年
末
年
始
は
、
九
連
休
。

滅
多
に
な
い
長
い
休
み
を
ど
う
や

っ

て
過
ご
そ
う
か
考
え
る
だ

け
で

ワ
ク
ワ
ク

。

寝
正
月
だ
け
は
や
め

ο

ょ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。

h
m

今
月
は
、
地
域
の
活
性

化
に
一

戸

役
買
っ
て
い
る
青
空
市
を
ご
紹
介

ね

で
き
た
ら
と
思
い
、
掲
載
し
ま
し

、
同

た
。

取
材
し
て
み
て
皆
さ
ん
、
物

一

を
売
る
だ
け
で
な
く
、
お
客
様
と

・

υ

の
会
話
、
人
と
の
つ
な
が
り
を
大

F
4

切
に
し

て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か

叩

り
ま
し
た
。
取
材
に
快
く
応
じ
て

卑

下
さ
っ
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

日

ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
ま
す

幻

ま

す
寒
く
な
り
、
ご
苦
労
も
多
い

，

と
思
い
ま
す
が
、
が
ん
ば
っ
て
下

支
」
い
。
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12月の納税
固定資産税第3期

国民健康保険税第6期

納税期限12月 25 日体)
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r: :: I , d. ・J 二- -二I圃Fa」一四- ・一-一一~一司，.一'J一可・必一~圃『・n且' , 日固
日(躍) fr 事 名 時間 場所

1 (:桶
年始のため1 日から3 日までごみ収集休みます。
ー ----~ ----. ------ - ・ ・ ー ー ー--_.. ---ー ー畠喧----- - - -ー・ - - ・・ーーー ・・ ・ ・・・・ ・・ 』

当番医中川病院 松山市南梅本町 田976-7811

2 肘 当番医泉内科 川内町南方 冨966- 2226

3 幽 当番医西野内科クリニ ッ ク 重信町牛沸l 箇964-2200

4 出

5 (日) 当番医 国立療養所愛媛病院 重信町横河原 冨964-24 1 1

6 伺) 'f~'rT仕事始め

7 (:ぬ

づい 中学校第3学期始業式
----ーー ー ー・- _ - - ー "・・・ H ・.帽 ・ ---- ーー--・ ， ー . ーーーー -_ .・ーー ーー - ー -ー『・ー --- -ーー . ー

8 (村
文化講演会「絵で見るお釈迦様の生涯」

講師 学技法人神戸森学関理事長 溝口 史M 19:30- 町民会館

同T文化協会主催

9 附 行政心配ごと相談所 13:00-15:00 町 民会館

不燃物問収日
-_.・ーー ー晶 』 ーーーーー ー ーー ーー---- -・ - -ーー喧 ーーー ー ー ー，ーーー ー ーー・ーーー ーーーー ・ ・・ーー ・ーー ー ー ーー ー

10樹 町立幼稚l車!第3学期始業式
元半数主一 ー 一 一 戸ー ー ーーーーーー ー ーーー ーー ー ーーー -- 1îii : 3Õ 二 ーー一一ー |目「民ーー長命

11出

新春文芸囲碁・将棋大会

12(日) 時持垣根持::::::: ::: :::::::: :l : ~~~~三 ~~~~~ l ~骨Hl恒ξ
当番医藤石病院 重信町志津川 箇964- 1234

13伺) リ ハビリ教室 13:30-15:30 町民会館

14(:k) おとしより健康相談室(要予約) l4:00-16:00 役場保健婦室

祝日のためごみ収集休みます。

15t羽 が去二二二二二二二II~~三二11~t:瓦玄11
移動図書館事逆行(山之内・樋口 ・横河原方面)
回ー ー・ ー ・ ーーー--- -- . -ー，ーーーーーー・ーーー 』 畠 ーー--------_.ーー ・・ ー ー ーー ー ー ー ー ー ー ー ------
当番医 愛媛十全医療学院附属病院川内町南方 冨966-5011

16附
l才6 ヵ月児健康診査

13:30-14:30 町民会館
(H7年5 月・ 6月生まれ及び未受診者)

17幽 移動図書館[車遂行(志津川 ・八反地・回復団地・西岡方面)

18出

19(問) 当番医 中川病院 松山市南梅本町 歯976- 7811

20閃) 移動図書館革連行(田窪・呪池・牛j刻 ・ 11二 i湖団地・上樋団地 ・撤際台団地方面)

2 1(火) おとしより健康相談室(要予約) 14:00-16 :00 町民会館

礼児健康診査
13:30-14:30 町民会館

22~利 (H8年3月・ 6月・ 9丹生まれの者)
ー -------ー ーー ー ー ー ー ・-- --骨 ・ ・・・ ・・・ー-------- -ーー ー ー ー ー ー-- ーー ー ， ーーー---_帯

移動図書館車連行(野間 I了 目 ・新村・北野田・南野田方面)

中央料理教室 7:30- 町 民会館
23(柑 ー ー ー ー ・・ーー ・ ー ・・・亭 胃『唱・ー ー.-・ ー・ー ー』 血 色』 ーー ----- -ー ー ーー_ .・ ー ーー ー ー ーー ー 』 ・ー ・ ーーーー ー ーー

心配ごと相談所 13:00-15:00 町 民会館

24幽
リハビリ教室 13:30-15:30 町民会館
ーー ーーーーー・・ 』ーーーー・白 骨 ーー ーーーーー ・・ー ーー ーー・ー ・ ーーー・ ，ー晴 骨 " 司噂 --骨ーー - ---・ーーー・ F 司・ー『

文章教室 19:30- 町民会館

25(士)
不燃物副収日
ーー ------------ ・ーー ー ーー・・・ 』 ー ー・ 四 -ーーー 『 ー- -晶』ー 『ー・ー- - - - -- - --------- - ーー

移動図書: ß:官事連行(上村 ・下林方而)

26(1日) l秀秀 1:1?1竺琴平芳一ーー ー ーー ー ー ー ーーーーーー ーー - l 主00三 16:30i ~I苦~1ì2里?と三
当番医宮内病院 松山市北梅本町 冨975-0091

27伺)
健康相談 〈各地区> 29 日 (樹まで
ー ・ 骨ー--ーーーーーー ー 司 ー ーーー・- - ---ー ー， ーーーー ー ーー ー---- ー ーー---- 明 - ---ーー ーー ー ー ー

移動図書館車運行(上林方面)

28ω 組大ごみ同収日

29~村

30(村

31樹 町県民税第4期、国民健康保険税第7期納期限

16 

見田下横下 住

奈良窪林原j可 林 所

菅 武門井西
保能 智 田上回
護信孝千仲良
者治志志 二 浩

治j賢1惇希号朔ミi知 iー 出生太た人 と さ平い騎s !尼

10 10 10 10 10 生
年. . . . . 
月

27 23 23 23 20 日

横横田見牛 牛 牛 北樋 牛志樋 住
i可 i可 1山丈 野 i撃
原原 窪 良 t拘IJ 7見j 決IJ 閏口湖l 川口 所

藤加相原山波長戒l'ig 杉A本成品ム 八佐八平日中 氏
y 口部見 喜堂 塚伯木昌幸政 川幸
タ丈シ和邦 - R 通 名子 夫ゲ人 I!It\ irí 山 俊治 夫 男

70 69 83 67 83 77 72 90 80 80 49 47 年4Tb3 、，

11 11 11 11 10 10 10 10 10 10 10 9 事E
亡. . . . . .. .. . 
σコ

10 6 5 1 31 31 30 26 21 18 12 27 日

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

戸
籍
の
窓

十
一
月
十
日
ま
で
の
届
出
分

お
誕
生
お
め
で
と
う

南志牛上上牛志富 住
野津 津 2
田川前l 村林測川 E 所

二 武岡岩松上伊藤
保神智回回本林藤井

賢祐将 護

厚 操 其 誠彰次次登 者

ノj可愛i EuT4孟2f穏香か EuF 圭 f-~ 出生校ぇ永 止の義 11の輝s査と 児

10 10 10 10 10 1ﾙ 10 9 生. . . . 年月
15 13 11 11 5 5 3 30 日

年末年始奈通安全運動
HB・ 12月21日 ，._"H9 ・ 1月 1旧

「ベルトしめ家族で、笑顔の年末年始」
・高齢者の交通事故防止
・ シートベルトの着用の徹底
・飲酒・暴走運転の追放

NTT四国電話帳附阿
岬

n
H
ド
ELr 

<<W791-02 重信町大字志津川町2番地箇(089)964-2001 (代表)町民認編集発行愛媛県温泉郡重信町
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